
 

児童館再編の検証に当たって 

 

１ 検証の基本的な考え方 

○ 児童館再編の取組により展開した居場所（以下、「再編による居場所」という。）において、児童

館の機能・役割が継承・発展されていることを実証する。 

○ 課題がある場合には、その解決策（仮説）を合わせて示し、実証とする。なお、課題の解決が不

能である部分は、反証となる。 

 

【検証のイメージ】 

【検証結果】
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２ 検証方法等 

○ 児童館の機能・役割を「児童館ガイドライン」に照らして整理（評価シートを作成）し、これに

沿って児童館の活動内容と再編による居場所の活動内容とを対比する形で評価を行う。 

○ なお、学童クラブについては、児童館内、学校内に関わらず区立学童クラブとして同一の活動内

容であるため、施設環境の違いが大きく影響していると考えられる活動内容のみを対比する形で

評価を行う。 

○ 評価に当たっては、分析資料として以下のデータを収集することとし、これをベースに、成果・

課題の抽出、解決策の考察等を行う。 

 利用者の意見（アンケート及び意見交換会の実施による） 

 現場職員の意見（アンケート及びヒアリングの実施による） 

 一般区民の意見（無作為抽出アンケートの実施による） 

 基礎情報（この間の利用統計データ等による） 

○ また、評価した内容に対して杉並区青少年問題協議会の意見及び学識経験者の助言を受けて、最

終的な検証結果をまとめる。 

 

３ スケジュール（案） 

○ 令和 5 年 5 月を目途に検証結果をまとめる。 

資料５－１ 



1 月 18 日（水）9:30～ 第 1 回会議  検証の基本的な考え方及び検証方法等の確認 

 具体的な作業内容（データの収集方法等）の検討 

 利用者アンケートの設問の検討 

 

～1 月下旬 （事務局）  アンケートの作成 

 

1 月下旬～2 月中旬 （事務局）  アンケート・ヒアリングの実施 

 基礎情報の収集・整理・分析 

 

2 月 日（ ）9:30～ 

（2 月中旬を目途） 

第 2 回会議  アンケート・ヒアリング結果、基礎情報の確認 

 意見交換会の実施方法等の確認 

 

3 月中旬   意見交換会の実施 

 

3 月 日（ ）9:30～ 

（3 月下旬を目途） 

第 3 回会議  評価の実施 

 

 

4 月 日（ ）9:30～ 

（4 月中旬を目途） 

第 4 回会議  中間のまとめ 

 

※ 検証部会へ中間のまとめを報告 

5 月上旬 （事務局）  青少年問題協議会の意見及び学識経験者の助言

を聴取 

 検証のまとめ（案）の作成 

 

5 月 日（ ）9:30～ 

（5 月中旬を目途） 

第 5 回会議  検証のまとめ 

 

※ 検証部会へ検証のまとめを報告 

 


